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研究 に当 た って

これか らの幼児教育においては,社 会の変化に主体的に対応 し,人 間と して調和の とれた心

身共に健全な幼児の育成 を図 ることが期待 されている。 しか し,幼 児 を取 り巻 く状況は生活環

境が大 き く変化 し,遊 び場の減少,少 子化,同 年齢の友達の減少などによ り,人 とのかかわ り
で

が希薄 にな って きている。 また,幼 児の生活や遊 びを見てみ ると,自 分で考えた り体を動か し

た りす ることをせず に済む ことが多 くなって きている。 このよ うな幼児を取 り囲む状況を認識

し,幼 児教育の特性を踏 まえ,今 年度 は昨年度 に引 き続 き共通主題 を 「幼児が主体的に生活 し

てい くための指導の在 り方」 と設定 し研究を進 めることに した。研究 に当た っては2部 会を構

成 した。各部会の研究主題 と研究の内容は次の通 りである。

第1部 会

「幼児が遊 びを進 めてい く姿をどうと らえ,援助 していけばよいか ごっこを通 して 」

幼児が主体的 に生活 してい くためには一人一人が 自ら興味を もった遊 びに取 り組み,の びの

びと表現す る体験を積み重ね ることが大切である。幼児の遊 びの様子を見 ると,ご っこを楽 し

んでいるときに,自 らの興味 ・関心を主体的に表現 しているようにとらえ られ る。 そこで,幼

児が ごっこを してい る姿か ら,ご っこをどのようにと らえた らよいかを明 らかに し,ご っこが

充実す るための援助 にっいて追究す ることに した。

第2部 会

「幼稚園において幼児が生活 してい くなかで,そ の子 らしさを発揮す るため には,ど のよ う

な援助が必要か」

今,幼 稚園教育に求め られていることは,幼 児が主体的,創 造的に生 きて い く資質を育てて

い くことである。幼稚園という集団生活の中で幼児一人一人がその子 らしさを発揮す ることが

大切で あると考えた。そ こで,一 人一人の幼児が その子 らしさを発揮す るには,教 師はどのよ

うな援助が必要なのかを探 っていきたいと考えた。創造す る力,思 いや る心 生 きる強さなど

の素晴 らしい芽をた くさん もっている幼児が どのようにその子 らしさを発揮 しているのか,ど

のよ うな援助が必要なのかを探 り,主 題に迫 っていきたいと考えた。
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幼児が主体的に生活 していくための指導の在り方
幼児が遊びを進めている姿をどうとらえ、援助 していけばよいか

……ごっこを通 して……

1主 題設 定 の理 由

幼児は,身 近な人 々の生活やマスメデ ィアか らの情報に興味 ・関心を もち,自 分の遊びの

なかに取 り込んで いる。 また,自 分を取 り巻 く環境に様 々な方法で はた らきかけなが ら,周

囲の ものを何かに見立てて使 った り,そ の役にな ったつ もりの言動を楽 しむ姿が多 く見られ

る。何かにな りきった り,ふ りを した り して遊ぶ ごっこの中での幼児の姿を見てみ ると,幼

児が様々なことを感 じ,相 手に伝え,自 分の思いを表現 しよ うとす る姿があ る。 自分の思い

を実現 した りそれが周囲に受け止め られた りする ことによ って,さ らに次の意欲へっなが り

新たな活動 を生み出 してい く。 こうした遊 びが繰 り返 され充実す ることによって,幼 児 は発

達に必要な体験を得 ることがで きる。 そ して,幼 児は幼稚園生活を楽 しいもの,自 分を表現

す る場 ととらえてのびのびと活動 し,主 体的な生活をす ることがで きると考え る。 こうした

ごっこが充実す るためには,幼 児が遊 びを進めてい く姿を どのようにと らえ援助 していけば

よいかを探 ってい くことが必要であ ると考え,主 題を設定 した。

この研 究にお いて,ご っこを 「"見立て"や"っ もり"の 言動 を伴 い,自 分の イメー ジを

実現す る遊び」ととらえ ることに した。特に,店 ごっこ,遊 園地 ごっこのよ うに,友 達 と共
τ

通のイメージや目的を意識 して組織的に進めるごっこだけでな く,日 常様々な場面で見る こ

とので きる幼児の見立てやつ もりを楽 しむ遊びを ごっことと らえて研究 を進 めることに した。

H

1

2

3

研究 の方 法

資料,文 献等を検討 し,ご っこについて共通理解を図 る。

研究保育を行い,ご っこの構造 について検討す る。

観察の視点 ・環境へのかかわ り ・友達関係

・遊 びを進め るための イメー ジ ・教師とのかかわ り

分析の視点 ・ごっこの要素 ・個の育 ち

・集団の育 ち ・教師の援助

「個の育 ち」「集団の育 ち」に着 目して研究保育 を行い,援 助の在 り方につ いて考察する。
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皿 研究 内容

1ご っこのとらえ方につ いて

研究保育の観察記録 や先行研究,資 料,文 献を基に,幼 児が場や物 にかかわ って"ご っこn

を始めた り,進 めた りして いる姿か ら,ご っこの要素を探 ってい く中で次の ことが分か った。

(ここ 現 実

　 り
1ア ー
　

i(表現 される もの

∫差 つこの世界
r∠ 〆

㌧、》[巫 ヨ 圃
〆r・ 物 ・言 動

紋∵

)) 盲
意

識

《個 々の幼児 において

雰

囲

気

友

達

関

係

ごっこの成 り立っ要素》

図1

4歳 時 一一→5歳 時

¶

＼⑨

㊥
㊧

図2

幼児は,"見 立て"や"ふ り"(な ったっ もり)の

言動を通 して,現 実か らごっこの世界へ と入 ってい

く。

この時,幼 児は,憧 れの対象の人物や状況の模倣

等,あ るテーマを自分な りの方法で表現 して いき,

そ こで場 や麹 や状況を見立てたり,言 動 や役割のふ

りを表現す ることによ って,遊 びの流れを作 り出 し

てい く。

また,遊 びの中で,幼 児 自身がか もしだす雰囲気

や様子が,学 級内の幼児 と相互に関連 し作用 しあ う

ことによって,遊 びが より楽 しくな ったり,充 実 し

たりす るよ うになる。 この ように現実 とごっこの世

界を行 った り来た りしている姿を図に表わす と図1

のよ うになる。

2ご っこの取 り組みの変容につ いて

各々の幼児が,図1の ように現実 とごっこの世界

を行 った り来た りしなが らごっこを展開 しているな

かで,友 達 とのかかわ り方 について は,発 達 に応 じ

て次のよ うな変容が見 られる。

図2の ように,見 立てやふ りを一人で楽 しんだ り,

他の幼児 とそれ らが共通 にな らな くて も同 じ場で遊

ぶ。 そのなかで少 しずつ個 々のテーマが重な り合い

なが らふ りや役割 を決めた り場の とり決めを した り

するな ど,友 達 とかかわ りを もって ごっこを進 め ら

れるようにな って い く。

'次 第
に友達 とのかかわ りが深 まって くると,ご っ

このテーマや遊びのきまりを自分た ちで考えた り受
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け止め 合った りす るようになり,ご っこの 見立てやふ りの各 々の要素は共通 にな り重な って

くる。 しか し,ご っこの流れの中で,あ るいは,何 日か連続 して繰 り返 され る中で,遊 びが

充実 した り,停 滞 した りするな どして,要 素のかかわ り方 は常に変化 している。

また,図 のよ うに個 々の要素が重 なり合いなが ら,自 分 たちでごっこのテーマを模索 しな

が ら進あようとす るグループ,自 分たちの遊びのテーマをはっきりもちなが ら遊 びを進めて

いくグループ,他 の グループの動 きやテーマを受 け入れ 自分た ちの遊びに取 り入れて いくグ

ループ等遊 びの様子によ って,ご っこの要素の重な り方 は様 々である。

3ご っこに対する読み取 りと援助につ いて

幼児が ごっこを しているとき,教師 は,幼児の見立てやふ りに注目す ることでごっこのテー

マを理解 し,援 助 について とらえ る手がか りとす ることができる。 グループで遊んでいる場

面では,メ ンバーの一人一人が どの くらい ごっこの世界に入 りこんでいるのか,ど の程度受

け止め合 って いるのかを見極めて い く。 こうして幼児の姿を見てい くなかで,ご っこを支え

る土台と して,身 近な物を見立てて遊ぶ力や,な りきって動 く楽 しさを表現で きる 「個の育

ち」 と共 にそれ を受 け入れ合 え る 「集 団の育 ち」を と らえ ることが 大切で あ ることが分

かった。個 々の幼児の中に育 って いること,グ ループあるいは学級全体の集団 と しての育 ち

_、_が どうであ るか,そ の状況を
〕 つ 一

験
/

/体

心情 意欲

表現 イメージ

技能

遊具の使い方

自己発揮

個の生活習慣

個
の
育
ち

ご

っ
こ
の
読
み
取
り

＼
体

験
＼

　

集
団
の
育
ち

一緒に動 く楽しさ

条件を受け入れる力

人 とかかわる力

集団としての生活習慣

個に対する願い

教 師

集団に対する願い

ノ

ごっこに対する援助

(膿 ε講 翫'く 時どのような)

図3

把握することによ って,次 に

どの ような体験が明確 になる

か らである。そこで,個 の育

ちと集団の育 ちを とらえた上

で,育 って いって ほ しい願 い

を ごっこの場面のなかで意図

的に援助 してい く。 さらに,

このような援助を通 して個 々

の幼児 に何が育 って きている

のか,個 の育 ちと集団の育ち

の両面 と,ご っことのっなが

りを考えなが ら,幼 児の成長

してい く過程 をとらえ ること

で,次 の援助が明確になると

考え る。
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4事 例 を通 して援助の在 り方を考える

① 見立てやふ りが どのように共有 されてい くかをとらえる事例

一 パブちゃん ごっこ一2年 保育5歳 児6月

A児 は男児の仲間と遊んでいたが,遊 びの イメージの違いにより,遊 びか ら離れ,廊 下

に積んであるマ ッ トの上 でB児 とかかわ り始め る。

幼 児 の 動 き と 教 師 の は た ら き か け T

夕椛 額に当てζ応 。ト轟 に見立ててい訓

分 †「一 一]

①A児 は マ ッ トの 上 に寝 て,
き

②B児rA児 ち ゃん,セ ロハ ンテ ー プ持 って きて 」1

OA児 「ノ凱(私 は)み き子 よ・」 と言 ・て寝 る・

脚 児 「み きちゃん セ 日ハ ンテ哨 寺つてきて」
⑤A児rだ め,み き,熱 が 出 ち ゃ ったの 」 と タオ ル

を額 にの せ る0

⑦A児 上 半 身 を 起 こ し 「か お子(B児)」 と言 い,

保 育 室 に入 る。1

⑧B児 はゼ リーの カ ップ にモ ー ルをセ ロハ ンテ ー プ

で貼 ろ うと して い る。

⑨A児 「まだ 熱 が 出て るん だ。」 と独 り言 を言 い な

が らま ま ごと コー ナー にあ る人形 を抱 き,B児 に

近 付 き 「赤 ち ゃん い る ことで い い?ゴ と聞 く。BI

児 は製 作 に集 中 し,反 応が な い。

⑩A児 「お母 さん ご っこ?何 ごっ こ?」B児 は反 応

せず,モ ーILを 付 け る ことに集 申す る。

⑪A児 「お人 形 で い い?」B児 「いい よ。」

⑫ 教 師 「パ ブ ち ゃん の うちに家 族 が増 え た わね 。パ

ブち ゃん,お 姉 さん 」 と言 う。

⑬A児 「パ ブ,私 がみ ぎ早,B児 が か お子,双 児 の

赤 ち ゃん な の 」 と答 え る。

B児 は作 品 を作 り上 げ,A児 と ご っこを始 め る。

(A児 は ごっこの中でみ き子,B児

はかお子 とい う名前 に して いる)

③赤ち ゃんのっ もりにな っている。

④B児 はA児 の赤 ちゃんのふ りを受 け

入れなが ら自分の要求を表す。

⑥B児 ・もう し。うがないわね.、 と保龍 に入る。oA児 は病 気のふ りを して いる。

t⑥A児 が受け入れないのであきらめてt
自分で取 りにいく。こ現実]

⑦B児 の ことが気になり,様 子を見に

行 く。[β・りコ

⑧製作を してい る。[現 実]

⑨A児 はB児 を仲間 とと らえているが,

B児 は対応に不安を感 じ人形 を示す

ことで,一 緒に遊ぶ仲間だ と,確 認

している。

l
l
[

⑩ ⑪BJT.の 反応 が な いの で不 安 に な り・i

遊び方 や,遊 びに必要な物で鍵 しi

て いる。

⑫教師 は役割の確認を してい る。

⑬A児 はB児 と双子の赤 ちゃんにな り,

一緒 に遊んで いることを教師に伝え

てい る。 〔ふ り]
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〈考 察>

OA児 は,友 達 と遊べな くな った不安定な気持ちを,赤 ちゃん言葉や甘えた しぐさ等の言動で

赤 ちゃんのふ りや病気 にな ったふ りを しなが ら安定 させよ うとしている。A児 にとって,つ

もりにな った りふ りを した りす る遊 びは,楽 しいだけでな く.困 難や障害を乗 り越え る役割

もあるのではないかと思われ る。

また,A児 は 自分のイメー ジでB児 と双児であると設定 し,B児 とごっこの世界 を共有 しよ

うと して いる。B児 が製作 に集 中 していてす ぐには応 じて もらえないが,自 分な りに見立て

やふ りを楽 しみなが ら,⑨ ⑩のよ うにB児 が遊 びに興味を示す ように繰 り返 しはた らきかけ

ている。 このよ うに,ご っこのふ りをす ることで友達を求めていることがわか った。

OB児 は,製 作に集中 してA児 のはた らきかけにす ぐには対応 しない。B児 には,他 に刺激が

あって も目的を もって取 り組んだ活動は,最 後 までや ろうとする姿勢が育 っていることの表

われ と思われ る。 しか し,A児 が見立てやふ りで ごっこの世界 を楽 しもうとして繰 り返 しか

かわ って くる姿 に触れ,製 作が一段落す ると,A児 の見立てやふ りを受 け入れ共有化 して ごっ

この世界 を楽 しもうと している。

★教師の援助について 事例では③⑤⑦の ように,A児 がそのっ もりにな りきってふ りをす

る言動 と,⑨ ⑪等役割を確認す る姿が多 く見 られ る。 これが,B児 の ごっこへの参加を引き

出 している。 このよ うに,幼 児が ごっこの世界を友達 と共有するときには,見 立てやふ りが

大 きな役割を果た して いる。幼 児が 自分の見立てやふ りを共通 に しよ うと してい るときには,

その意図が相手 に伝わ るよ うに援助す ることが必要であ る。 この事例の ように,A児 の粘 り

強い誘い と,B児 の自分の取 り組んだ課題への意識 などを考慮 し,個 に対する願 いを明確 に

して見守 る援助 も大切である。また,教 師が具体的な言葉 をかけて援助す るときには,相 手

が一緒に遊びたい気持 ちを受け入れて ごっこの世界を共有 しよ うとするのか,あ るいは自分

の遊 びを楽 しもうとす るのかを選択で きるような配慮が必要である。

② 個の育ち と集団の育ちをとらえ、援助の方向を探 る事例

忍者 ごっこ2年 保育5歳 児6月

登園す るとす ぐに,A児 とB児 が遊戯室で大型積み木を使 って,忍 者の基地を作 り始め

る。2人 は,互 いにあま り言葉 を交わさないで,囲 いや屋根等を作 ってい く。基地ができ

上がると前 日に作 っておいた盾に模様を付けた り,製 作 コーナーで剣 作りを した りす る。

C児 も仲間に入 り,剣 作 りをする。剣作 りが終 り,:3人 は忍者の基地 に戻 って くろ,
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幼 児 の 言 動(① ～⑳10:35～10:45)

①他のグループの幼児(D児)が 「海賊?」 と聞 く

と,C児 「海賊 じゃない,忍 者!」

②D児 「おい,B君 こっち来い。」

③A児 「そんなの見な くて いい。」 と言 って基地の

中に入 る

④B児 は,D児 に連れ られ隣 りの基地 に行 く。

⑤A児 は,B児 を抱 きか かえて 自分 たちの基地 に

戻 って くる。

⑥B児 「屋根で寝 る。」 と横になる。

⑦遊戯室 の電気が消 え る。直 ぐに,ま た電 気が つ

く。

⑧B児 「夜なんだか ら」 と電気を消 しに行 く。

⑨A児 「敵 が くるか らやば い。」 「夜 は敵 が きやす

い。」

⑩B児 「俺が見張 っている。」

⑪A児 「夜 は,危 ないそ。夜は ドアを しめるんだ。」

と積み木 を持 って来 る。

⑫B児 は,剣 を持 って基地の周りを回 る。

⑬A児 「武器は中に入れておいたほ う

が いい。」 と積 み木 を動 か し基地 に

入れ る。

⑭C児 「こ こに物 置 き作ろ うぜ。」 と

言 い積み木を取 りにい く。

⑮C児 「ここに剣 とか入れよ うぜ。」

⑯A児 「そ うだな。」

⑰A児 剣 と盾を取 りに来たB児 に 「物

置 きはここ。 ここに置けよ。」

⑱B児 「フー ンの

⑲A児 物置きの戸の積み木を動か し,

「こうや って閉めれば いい。」

⑳C児 「そ うだな。」

⑳A児 「いい考えだ ろう。」

⑳A児 「朝 になれ よ,早 く。」と言 う

と偶然電気がっ く。

⑳A児 「よ し,朝 になったぞ。」

⑳A児 「B君,窓 開けるか らこっちこ

い。2人 で開けな きゃで きない。」

〈忍者 ごっこに対す る読み取 り>

4ペ ー ジの ごっこの成 り立 っ要素(図1メ で この事例を分析す ると,次 のよ うにな る。

忍者 ごっこ(A児B児C児 とも忍者にな ったっ もりで遊んでいる。)

場 ・物 大型積み木で作 った忍者の基地を中心 に遊 び・遊 びに必要な剣や盾を製作 コーナー

で個々に作 る。場や物を作 り,見 立てを してい る。

遊戯室の電気が偶然っいた り消えた りす る状況を昼 ・夜に見立てて遊 びの中に生か

している。

忍者にな ったっ もりの動 きや言葉が⑧～⑫ に見 られ,自 分の思いを友達 に伝えた り

受 け止め る言葉や動 きが見 られる。その中で遊 びの流れが生 まれて いる。

5ペ ージに示 した個の育 ち ・集団の育 ちなどにっいて分析す ると,次 のようになる。
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〈経験 してい る内容 と個 々の育ちの読み取 り〉

A児 B児 C児

心 情 B児 を大切な仲間 と思い, A児C児 と一緒 に忍 者 に 忍者 ごっこの意識をはっき

■ 一緒に遊 びたいとい う気持 な って忍者の動 きや言葉を り もって い る。 ① 新 しい

意 欲 ちが強い。⑤ 楽 しんで いる。⑧⑩⑫ 友達との遊びを楽しんでい

る。

表 現 夜という状況をとらえ,忍 電気が消えるという状況を 自分の考えを言葉で相手に

イメー ジ 者 にな りきった言葉づかい 生か して,自 ら夜の状況作 伝える。⑭⑮

や動 きをす る。⑨⑪ りをす る。⑧

技 能 3人 とも大型積み木の使い方,剣 や盾などを作 るときの材料の選び方,ハ サ ミ・マ

ジ ッ クな どの使 い方 な ど も,手 慣 れ て い る。

自己発揮 B児 に対 して は,自 分の気 周 りが気 になる。友達 との 自分の考えをA児 に伝え受

持ちをは っきりと出す。③ かかわ りが少ないので,自 け入れて もらえ るように努

⑤⑰⑳ 分を出せていない。 力 して い る。

生活習慣 遊びに使 った剣 や盾を整理 言葉 で返事 を返 したり,相

す る ことがで きる。 つ ち を うつ。

〈個に対す る願い〉 ε 8 ↓

友達の思 いを受 け止 めると遊びが楽

しくな るという経験 を してほ しい。

遊 びを進めて い く楽 しさを

味わい,友 達 とのっなが り

をっけて ほ しい。

自分の思 いがいろいろな友

達に伝わ る楽 しさを体験 し

友達の幅を広 げてほ しい。

〈経験 している内容と集団の育ちの読み取 り〉

一緒 に動 く楽 しさ

状況の変化を受け入れる力

人 とかかわる楽 しさ

集団の生活習慣

〈集団に対す る願 い〉

友達 と忍者になりきって遊んでいて楽 しい。

偶然に起 きた状況を遊びの中に取 り入れ,生 か し,遊 びを進めて

い くきっかけに している。

忍者になって 自分の思 いを出 し合 った り,

遊 びを楽 しんで いる。

受 け止め合 ったり して

友達 と協力 して安全 に積み木を運んだ り,構 成 した りす る。

5

忍者にな りきって楽 しむ中で,自 分の思いを出 し合 ったり,受 け止め合 った り して,友 達 と

楽しむ体験を+分にしてほしし一 _____」
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〈考 察〉

幼児たちは 「忍者 ごっこ」 という共通のテーマを もって遊びを進めて いる。見立てやふ りな

どの ごっこの流れ を生み出す要素が共通になり,友 達の考え も受 け止め合 って遊びを楽 しんで

いる。

★教師の援助 について一 前ページに示 したように個に対す る願 いや集団に対す る願 いを明確

に し,そ れが実現で きるように援助 を工夫す ることが大切である。 また,幼 児が遊びをより

楽 しめ るよ うに,忍 者の動 きを引 き出す場や物,状 況等 を教師 も共に作 り出 してい くことが

必要 と考える。

私たちは以上の2事 例か らごっこに取 り組む幼児の姿を次の ようにとらえた。

Q幼 児は,様 々な思いを もって物 や人にかかわ り,現 実か らごっこの世界に入 ってい く。

幼児 は,美 しいものや強いものへの憧れや,体 験 した ことを表現 したい欲求か ら見立てやふ

りを して遊ぶ。 この とき,自 分一人で もな りた いもの にな りきって見立てやふ りを楽 しむが

次第 に自分が イメー ジしたことを相手が受け止め,友 達 と見立てを共通 に して遊びを進め る

ことを望むよ うになる。

0テ ーマが決まると場の見立てやっ もりが,共 通 にな りやす くなる。

、 事例1で は,一 緒 に遊 びたい友達を求め,何 度 も働 きかけて現実 とごっこの世界の間を行 き

っ戻 りっ しなが らテーマを探 している。事例2で は,ご っこのテーマが共通にな り,忍 者に

な りきって動 く楽 しさを味わ っている。そのなかで,自 分の思 いを相手に伝えた り,相 手の

思いを受 け止めよ うと している。

この ように,グ ループによって ごっこの取 り組みや受け止め合いに違 いが見 られ る。相互の

了解 にっいて は,こ れ までの生活の中での体験の積み重ね によ るところが大 きいと考える。

特に 「○○す るときには,△ △す る」という遊び方を理解 して,集 団での遊 びを楽 しむ体験

が ごっこのつ もりの共通理解に もつなが り,ご っこの深ま りに大き くかかわ っていると考え

る。つ まり,グ ループや学級集団での遊 びを十分体験 していることが,ご っこの充実 にかか

わ ってい ると考えた。

そ こで,ご っこを通 して友達 とのかかわ りを楽 しむ とともに,集 団での遊びを積み重ねて

きた2年 保育の年長児の学級で研究保育を行い,幼 児の ごっこが充実 してい る場面をとらえ

て,集 団の育 ちとのかかわ りにっ いて考え ることに した。また,研 究保育に当たっては,今

までの個々や集団での体験や援助の方針を明 らか にして実践 し,援 助の方法をと らえること

に した。
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③ 集団の育 ちをとらえ、援助 の在 り方を探 る事例

2年 保育5歳 児10月

0学 級の今 までのごっこにかかわ る教師の願いについて

教師 は,学 級の幼児の実態か ら,次 のような個や集団への願いをもち指導に当た って き

た。

・遊びや生活 の中で,イ メージの世界の楽 しさを十分味わ ってほ しい。

・明 るく開放的なが らも,け じめのある生活の中で,個 々の幼児があ りのままの姿を出

し,自 分で考えて行動す る心地よ さを,体 得 して ほ しい。

・人や動植物や もの と じっくりかかわ り,い ろいろな出来事 に出会 い,下記の ような様 々

な体験のなかで感動を した り,共 感 し合 った りしていってほ しい。

☆個 々に

・な りきる ・装 う ・見立てる

・真似 る ・必要な ものを作 って遊ぶ

・きま りや約束を取 り入れ る

・自分の思いや考えを言動に表現する

・相手の思 いや考えを受 け入れ る

鱒

☆集団の中で

・集団の中で,自 分な りに動 く

・みんなと同 じ動 きをす る

・揃えた り,唱 和 したりする快 さを味わ う

・ルールのある集団遊びを楽 しむ

・役割を担 って動 く

〈当日の幼児の遊 びの様子〉

ブ ロー チ屋 の家 ごっ こ

・A児 ,B児,C児 が前 日作 った ブ ロー チ屋 と同 じ場 に家 を作 る。

・教 師 は,前 日の続 きを す ると と らえ 「ブ ロー チ屋 さん,そ ろそ ろ始 まるの か な」 と声 を

か け る。 しか し,3人 が,青 いテ ー プを湯 に 見立 て て作 って あ った風 呂 に入 れ た り,シ ャ

ワー 等 を作 った りす るの を見 て,「 も し,お 店 が 開 いた ら知 らせ て くだ さい。 買 いた い物

が あ ります か ら。」 と言 う。

・3人 は,必 要 な ものを 作 り終 ると,母 姉,妹 の役 割 を もち,そ の っ もりに な って 会話

を した り,風 呂に 入 って シャ ンプー を した り,お やっ に ケー キ を出 した りす るな どのふ

りを しなが ら,お 家 ご っ こを続 けて い る。

・他 の グル ー プの ご っこに一 人で 行 くときに は ,役 か ら離 れ て個 々の興 味 で参 加 し,3人

で 行 くと きは,ご っこの役 の ま まの言 動 が見 られ る。

〈考 察〉

○集団の育 ちについて ブローチ屋の家 という目的を もって場や必要な ものを作 る過程で,
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ごっこのテーマが3人 で共通にな り,遊 びが 自分 たちの もの となっている。ふ りや役割 を互

いに受 け止め合 ってや り取 り しなが ら,生 活体験 に基づ いた家 ごっこを楽 しんで いる。 また,

他 のグループの遊 びに興味を もって参加 して も,帰 って来 るとごっこの世界 に戻 って3人 の

遊 びが継続す る。 これは,遊 びを一時中断 させて もまた遊びが続け られ るという3人 の相互

の信頼感に基づいている。

★教師の援助について 教師は,前 日3人 が ブローチを工夫 して作 っていた様子 と3人 の集

団の育ちか ら,ブ ローチ屋 としての援助 を行 った。 しか し,3人 の反応か ら本時の興味 はプ

ローチ屋の家の中での生活を再現す ることにあるととらえ直 してかかわ っている。

このよ うに,前 日の様子か ら今 日の姿を見通 して教師が働 きかける際には,教 師の集団に

対す る願 いを表 しなが らも幼児が選択で きるよ うな働 きかけ方をす ることが大切である。 そ

して,幼 児の遊 びに対す る思いを確かめなが ら,援 助の方 向を修正 して,幼 児自身が遊びを

進めて行 くという意識が もて る働 きかけをすることが大切であ る。

・器跳難 犠∵議馨錆著鵡繍 麟 画「

・客 の 注文 に応 じて ,ジ ュズ玉 を 米 に見立 て て研 いだ り,料 理 を 作 った りす る。

・新 た に加 わ ったG児 に ,D児 が 料 理 の作 り方 を教 え る と,教 師 は 「よか ったね 」 と言 う。

・客 か ら鮫 子 の注 文 を受 け たD児 が ,近 くで 別 の遊 びを して い るH児 にrH児 くん,鮫 子

作 るの 得意 だ ろ う。 作 って。」 と言 う。 す る と,H児 は,釣 り竿 を作 って い る手 を 一 瞬

止 め,D児 の顔 を見 て か ら 「売 り切 れ って 言 って。 今,忙 しい か ら。」 と答 え て,釣 り

竿 作 りを続 け る。

〈考 察〉

○集団の育 ちについて このグループでは,客 とや りとりを した り,仲 間へ必要 なことを伝

える関係が育 っている。 またD児 とH児 のや りとりか ら,日 常生活の中で互いの得意 なこと

が分か り,誰 に対 して も素直に思 いや要求を出 し合える関係が育 っていることが分か った。

この互 いの力を認め合 う関係の育 ちにっ いては,以 前 にH児 が鮫子を作 っている姿を教師が

見て,そ の もの らしく作 ってい るのに驚 き 「す ごい,本 物みたい。お家でお母 さん と作 った

ことがあ るの?」 と言 って いる。そのとき,D児 たち周 りにいた幼児 も共感 した ことがH児

の見立てや実現す る力を認め ることにっなが っている。 さらに,上 記の事例で は,H児 は相

手の遊 びを理解 した上で,遊 びに沿 った断 り方 を してい る。一緒 に遊んでいな くて も,相
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手の遊びの様子を分か って尊重 し,互 いに受け止め合っている。 この ことは,な りきる ・見

立て る ・必要な ものを作 る ・自分の思 いや考えを言動 に表現す る ・相手の思いや考えを受け

入れ るなどの体験を十分 したことによる個々の育 ちがあ ることを示 している。 また,集 団の

中で 自分なりに動 く ・みんなと揃えたり同 じ動 きをす ることの楽 しさを味わ う ・役割 を担 っ

て動 くなどの体験 による集団の育ち,集 団の一員と しての育ちがなされているか らであると

考える。

★教師の援助について一 教 師は,幼 児がその物 らしい素材を使 って いることに対 して 「それ,

いいね」 「考えたねJ等,認 めている。 また,新 たに遊 びに加わ った幼児が遊びの流れ に乗

れて ほっとしたときに,「 よか ったね」と一言だけ共感す る言葉をかけて いる。

このよ うに,友 達 とイメー ジや考えの伝え合いが十分にで きるよ うな集団の育ちが見 られ,

「自分たちで ごっこの世界にひた り,受 け止め合 って いる」 ととらえた際 には,教 師 はあ ま

り介入せず,幼 児が作 りだす ごっこの流れを大切 にす る必要がある。

IVま とめ と今後 の課題

研究の推進 に当たり,ご っこが充実す るたあの援助を探 ってい くなかで,幼 児が ごっこを十

分に楽 しむよ うにす ることと同時に,集 団での楽 しみの体験を積み重 ねることが ごっこの充実

にっなが ると考えた。そのなかで,次 の ことが分か った。

◎ ごっこの状況をとらえた り援助の方向を考えた りす るときには,見 立てやふ りなどの要素

に視点をおいて見 る。その際 次の ようなことに留意 して考え る必要がある。

・幼児がどのよ うな見立てやふ りを楽 しんでいるのか ・見立てやふ りを一人で楽 しんで

いるのか ・友達 とのかかわ りを楽 しんで いるのか ・テーマや遊 びの方向について友達

との共通理解が どの程度 な され ているのか ・どの ように 自分の考 えを出 し,相 手の イ

メージや考えを受け止めて遊 びを進めているのか などを とらえる。

◎ ごっこが充実す るたあの援助 に当たっては,個 の育ちや集団の育ちの両面か らとらえ,こ

れまでのどのよ うな体験 が今の見立てやふ りの共有の姿にっなが って いるのかを見極 めて,

それを生かす援助をす ることが大切である。

◎ グループや学級の一員 と しての意識を育て る体験が,ご っこの充実 に大 きくかかわ ってい

る。

この研究では,5歳 の事例を中心に ごっこの姿をとらえ,援 助の在 り方につ いて考えた。今

後 は,集 団 としての育ちを見通 して積み上げて いく必要のあ る体験を,4歳 か ら5歳 の発達 を

踏 まえて考えてい くことが課題であ る。
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幼児が主体的に生活 していくための指導の在 り方

幼稚園 において幼児が生活 していくなかで、

その子 らしさを発揮 するためには、 どのような援助が必要か一一

1主 題設 定 の理 由

今,求 め られている保育の考え方は,幼 児の問題点を見っけることで はな く,一 人一人の

よさや育 とうとしている面を とらえ ることによって,発 達が促 され るという考え方である。

どの幼児 にも,そ の子 らしい持 ち味やよさがある。 したが って,教 師の役割 は,一 人一人の

幼児の もっている持 ち味やよさを見付けて生か して い くことである。 そのためには,幼 児の

行動の仕方や考え方などに表れたその子 らしさを大切 に し,一 人一人の幼児が 自己を発揮 し

なが ら育 ってい く過程 を重視することが大切であ る。 また,教 師 は幼児 自身が環境 に主体的

に働 きかけ,自 ら遊びをっ くりだ し自分で 自分のよさを生か していけるように援助 してい く

必 要がある。そ こで,私 たちは幼児一人一人のよさや可能性を引 き出す ことがその子 らしさ

を発揮す ることであると考え,主 題を設定 した。

II研 究 の方 法

① 幼児が園生活の中で どのようにその子 らしさを発揮 しているかを探るとともに,そ の要

因 を研究保育を通 して明 らかにする。

② 学級集団の中で,そ の子 らしさを十分 に発揮す るためには,教 師の受 け止めや援助 はど

うあ った らよいか研究保育を通 して探 る。

③ その子 らしさについて,研 究文献 研究資料 を参考に し,共 通理解を深め る。

斑 研 究の 内容

1そ の子 らしさとは

幼児の活動す る様々な場面を見て いると,思 わず 畠ああ,0ち ゃん らしいわね♂ と思 う

ことがよ くある。同 じ環境の中で同 じ刺激を受 けて も,そ れ に対す る反応 は一人一人違い,

その違いは,話 し方 ・行動 ・表情 など表現の仕方に顕著に表れ る。それ は,そ の子のその子

らしさなのだろ うか。一方,そ の子 らしさに似て いる言葉に 「個性 」があ る。個性 とは 咽

人に具わ り,他 の人 とは違 うその個人に しかない性格 ・性質』(広 辞苑 よ り)と ある。その

個人 に しかない ものをその子 らしさととらえてみ ると,そ の子 らしさとは,そ の子が生 まれ

もった性 質 も含め,成 長 過程での家 庭 ・地域社 会 ・幼稚 園 ・小学校 な どの環 境 にお いて
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影響 を受けなが ら,成 長 とともにゆれ動 き変容す るものであると考え られる。 しか し,芯 で

あ る気質的な部分 は,個 人の生理的な ものなので将来に渡 って も変容 しに くいと思われる。

したが って,こ こで は,そ の子 らしさを とらえ るに当 って,幼 児が周囲の環境か ら様 々な刺

激を受 けて示す言動 ・感情の全てを見てい くことに した。

2そ の子 らしさの発揮 とは

その子 らしさを発揮するたあには,ま ず,集 団の中で 自分を安定 して出せ ることが大切で

ある。 その ことが基 にな り,友 達の中で認め られたり,認 めた りしなが ら,幼 児同士の持 ち

味が十分 に生か された時 に,そ の子 ら

しさが発揮 され る。幼児同士の持 ち味

が生かされ るとい うことは,自 分を出

した時に,そ れを受 け止めて くれ る教

師や学級集団の在 り方 と深 いかかわ り

があ るのではないかと考え る。

3そ の子 らしさを発揮 していると思わ

れる姿と要因

その子 らしさを発揮 して いると思わ

れる姿を"安 定 していて,生 き生 きと

主体的に物事 に取 り組む姿"と とらえ

た。

また,そ のための要因 とし,内 的要

因と外的要因があ るととらえ以下のよ

うに考えた。

(内的要 ……幼児側の内 の素 ち)

・人の愛情 を感 じられる

・自分 に自信を もっている

(外的要因……周囲の状況)

・まる ごと受け止めて くれ る教師がいる

・認 めて くれ る友達,

〈その子 ら しさの形成 と発揮〉

titi titi

変

化

・
向

上

a
周囲か らの影響

(人 ・物 ・場)

b 反応(嬉 しい・楽 しい・哀 し
い・悔 い・苦痛 ・怒 り)

遜::::::1援助(そ の子の育ちと上記
橋 の程度にあ

った援助)

・その子の育ちや時期 に

合 った質 と量の安心感

の確保

モデル としての友達が いる

4そ の子 ら しさが発揮 され るための教師の役割

教師は,直 接 ・間接的にその子 らしさの形成 に影響を及ぼ していることが多 く,教 師の役

割 は,非 常に大切な もので あると考えた。

・自分を出せ る雰囲気がある(教 師 ・友達 ・場)

・その子にあ った課題 があ る
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0一 人一人の幼児が愛情 ・信頼感を感 じとれる関係が基盤であり,その関係づ くりに心掛ける。

○その子の葛藤場面を見逃 さず,的 確な援助を行い,自 信を もたせ る。

0一 人一人の幼児 と教師の関係 ・接触の仕方が,集 団の育ちに及ぼす ことを認識 し,互 いに

認 め合い,支 え合 う友達関係づ くりを 目指す。

5事 例を通 して、その子 ら しさを探 る

【事例1】 教師の支えがあるなかで自分 らしさを発揮するA児2年 保育4歳 児10月 初旬

A児 を中心とした幼児の言動と教師の援助

O登 園 後一 緒 に遊 ぶ ことが 多 い,入 園 前 か らの友 達 のR児,3月
(安心 してrl分を出せる友達)

生 まれ のY児 と3人 で ホ テル を作 る。

0教 師 は,場 面や相手によって友達 を受け入れに くいA児 に対 し,

遊びが楽 しくなれば満足感か ら友達 を受け入れ るようになると考

え,遊 びの見通 しを もたせよ うと,客 と してホテルに入る。

OY児 と一緒 に教 師に料理を出 し,客 と して振 る舞 う教 師に笑 っ

ζ受けitめる教師)
て うなつ く。

OR児 の 風 呂作 りを見 て,後 か ら参加 す る。 作 り終 え て教 師 を呼

(モデルとして0)反達)
ぶ とY児 も一緒 に同 じ動 きを す る。教 師 に 「ず っ と泊 ま って いい

んで す よ。」 と言 う。
E受 けllめ る教師)

○教師が隣のケーキ屋に行 くのを笑顔で見送 る。他児にかわ る教

(人σ)愛循)師を穏
やかな表情で見る。

(人の愛帖)
0来 る客に対 してホ テルの人にな りきって世話をす る。

OR児 の仕事を認あ たり,話 しかけて くるY児 にきちんと受け答

え た りす る。
(自分を出せる友達)

OA児 にとって強い存在であるE児,F児,G児 が遊びを見っけ

られず にホテルに来 る。

○教師は,3人 が他 の遊びを妨げず,興 味を もった遊びを楽 しめ

るように願い,一 緒 にホテルに入 ってモデルになる動 きをす る。

03人 が教師 とかかわ って喜び,は しゃいでいる様子を ぎこちな

(雰囲気)い笑顔 で見 る
。

A児 の気持ちの読み取 り

0自 分の思い通 りに遊べ

る友達 を選んで いる。

0教 師がかかわることを

喜んで いる。

0教 師を求め,相 手を し

て もらいたが っている。

○教師の対応で遊びの見

通 しが もて,自 信を もっ

て行動 している。気持 ち

が 安 定 して ゆ と りが あ

り,友 達の存在を快 く感

じている。

03人 が遊 びに入ること,

教師が3人 にかかわ るこ

とを快 く思 って いない。
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○教師が3人 と一緒 に食事を注文すると,冷 蔵庫か ら料理に見

立てた箱を取 り出 して,次 々に教師に届ける。

(受け止める教師)
OR児 が同 じように箱を取 り出す と 「これ は,夜(の 料理)な

の!」 と強引に奪 い取る。箱が破れるとR児 に文句を言 う。

(安心して臼分を出せる友達)
03人 がふ ざけて「酔 っぱ らっち ゃったよ。」と騒 ぎ始めたため

教師は3人 を遊びに引 き戻そ うと 「酔 っぱ らっちゃったの?」

と受け答える。

O教 師の顔 を見なが ら3人 の頭を後か ら強 く叩 く。
C"[∫骸0

0教 師 は遊 びが壊れ るのを避 けるため 「もう治 ったんだって。」

ととりなす。A児 は教 師の言葉です ぐに叩 くのを止めるが,ホ
(受け止める教師、雰囲気)

テ ル ごっ こへ の興 味 が失 せ,ホ テ ルの 仲 間 や3人 を 含む 周 囲の

友達 に対 して,う さ晴 ら しの よ うに行 動の 邪 魔 をす る。

○教師と3人 に対する不満

不快を表せず,そ れを自分

より弱 い存在の仲間に向け

て八っ当たりす る。

○嫌な気持ちを表すが,教

師の反応を気 に して十分に

出せない。教師か ら止め ら

れた と感 じて,我 慢 してい

た不満が爆発す る。

〈考 察〉

①A児 のその子 ら しさの理解につ いて

・A児 は常 に教師 とのかかわ りを求めてい る。教師 に認め られることによ り安定 し意欲的に

遊びに取 り組み友達関係 も良好 になる。 しか し,自 分の思い通 りにな らず,不 満を感 じて

も,率 直に表 したり相手 に伝えた りす ることがな く,表 す時で も教師の言動を気 に してい

る。最後 にはうっ積 した気持 ちを相手にぶっけたり,友 達に八っ当た りしたりする。 この

ことか ら,A児 は嫌な ことを嫌 と言えない気弱 な面のある幼児ではないか と推察す る。

②A児 らしさを発揮 していると思われる要因

・安心 して自分を出せ るR児 やY児 や自分の言動 を受け止めて くれる教師の存在が
,A児 ら

しさが発揮 され る要因であ ると思われ る。 しか し,そ の関係 もまだ薄い ものであるので,

自分が快 く思 っていない幼児が参加 した り,そ の幼児に教師がかかわ った りす ることに不

満 ・不快を感 じA児 らしさが発揮 されないようであ る。 また,教 師に対 して率 直に不快感

情を表せないことは,ま だ十分な信頼関係がっいていないためと思われる。

③ 教師の援助

・A児 に対 しては,他 の幼児 とかかわり援助す るとともに,A児 が,親 しい友達 との遊 びが

十分 にできるよ うに援助す ることが必要であ る。 また,A児 の表情や態度か ら,不 満や不

快 な気持 ちを受 け止め,教 師や友達 に安心 して自分を出 していけるように援助 することが

必要 と考 える。
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【事例2】 自分のや りたい遊びに じっくりと取 り組 むB児 2年 保育4歳 児10月 初旬

B児 を中心とした幼児の言動 と教師の援助

030分 遅れて登園 し,遊んでいる友達の様子を しば らく見なが ら,

ゆ っくりと身支度をする。持 って来た絵本袋を背中に背負 って保

育室内をぶ らぶ ら歩 き回 る。怪獣 にな って遊んでいたH児 がB児

の絵本袋を引 っ張 ると,B児 はに こに こ笑いなが ら,絵 本袋を置
(自分を出せる雰囲気、受け1ヒめてくれる友達)

き 「ギ ャオ ー,ギ ャオ ー」 と声 をあ げて 遊 んで い るH児 に大 声で

「ギ ャオ ー,ギ ャオ ー」 と吠 え返 す 。H児 と一 緒 に遊 ん で い た0

児,P児 もやって来て吠え合 う。B児 もにこにこ しなが ら大声で何

度 も吠え返 し,怪獣にな ってH児 と取 っ組み合 いの戦 いを始 める。

0し ば らくす ると,折 り紙を している1児 の姿を見付 け,B児 も折

り紙を持 って来て1児 の隣で折 り始め る。1児 が 「ねえ,こ れど う

や って作 ったの?」 と昨 日B児 が作 った折 り紙の犬を指差 し聞 く。

(認めてくれる友達)
「ピ ンクの 折 り紙 を三 角 に して ね …」と実際 に 自分 が や って みせ る

。

(自分に臼信)
B児 の 様 子 を 見 な が ら1児 も自分 で や って み たが うま くで きず

困 って い る。1児 の様 子 を見 て,1児 の手 を と りなが ら 「こ こを

ね,こ うす るの,そ れ で ね,こ うす るの 。」 と教 え る。i児 が 折 り

(自分に自イ、,)

終 え る と 「こ こに絵 を描 いて,リ ボ ンを付 け るの。」 とそ の次 の や

(自分に自信)り方 を教 え る
。

OI児 に作 り方 を教 え 終 わ る と,次 に 自分 のバ ックを作 り始 め る。

画用紙 入 れ の中 か ら 「バ ック は この色 に しよ う」 と色 を選 び,ず
M

れないように丁寧に半分 に折 り,セ ロハ ンテープで両脇 をきれい

(自分に自信)
1勲 ゑ。折 り紙で犬を折 り,水 性ペ ンで 目,口,鼻,

リボ ン等を麟 く。 その犬を とれないように,ま た,ひ らひ ら

(自分に自信)
した所を確認 しなが らセロハ ンテープでバ ックに付ける。 リボ ン

(自分に自信)
を出 し長 さを確認 しなが ら切 り,リ ボ ンの先をきれいにギザギザ

型に切 る。 リボ ンの切 り落 とした ものをす ぐに拾 ってごみ箱 に捨

て る。リボ ンを洗濯挟みで棚に しっか り止め,教 師の所へ走 って行

B児 の気持 ちの読み取 り

0登 園時刻が遅 くな り,

周囲の友達の様子が気に

なる。H児 がかかわ って

くれた ことが嬉 しく安心

す る。友達が 「ギ ャオー」

と言葉を返 して くれるの

が嬉 しく,自分 も怪獣 ごっ

この仲 間に入 りたい。

OB児 も折 り紙を折 りた

い。1児 が 昨日,自 分が

作 った折 り紙を認めて く

れて嬉 しい。

O作 り方を知 っている。

自信のある ものなので,

丁寧 に1児 に作 り方を教

え る。

Ol児 に作 り方 を教 え終

え たの で 今度 は 自分 の

バ ックを作 りたい。

○ 自分のイメージするバッ

クを作 りたい。

○ きちん と,き れいに作

りたい。

Oち ょうどよい長 さのバッ

クに したい。

○作 った物 はきちん と保
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き 「で きた よ。」 と言 う。 「で きた の ね。」 と教 師 に言 葉 を か けて

(受け止めてくれる教師)

もら うと走 って 元 に戻 り,ま た作 り始 め る。r今 度 はキ ツ ネ。」 と　
(自分に自信)

っ ぶ や き,折 り紙 で キ ツネを折 る。

管 しておきたい。

○教師に認めて もらい嬉

しく,再び作 ろ うとす る。

〈考 察〉

①B児 のその子 らしさの理解につ いて

・遅れて登園 し不安であ ったが,H児 が絵本袋を引っ張 った事でB児 は安心 し,遊 び出せ

るきっかけとな った。 また,B児 の言葉に友達が反応 して くれ ることにより,友 達 との

かかわ り も楽 しめ るようにな った。

・自分の得意な遊びだと安心 して取 り組め,友 達に作 り方を教えてあげ られた。 また,1

児が 自分の折 り紙 の犬を認めて くれたことによ り自信 を もって取 り組む ことがで きた。

・自分 なりのイメー ジを もって,考 えた り工夫 した りしなが ら丁寧に じっくりと遊 びに取

り組んでいた。また,教師に認めて もらうことにより,更 に作ろうとす る意欲 につなが った。

・画用紙 の折 り方,セ ロハ ンテープの止め方,リ ボ ンの先の切 り方などに几帳面 さや,手

先の器用 さが うかがえる。

②B児 らしさを発揮 して いると思われ る要因

・まるごと受け止めて くれ る信頼できる教師がいる。

・遅れて登園 して も,自 分を見ていて くれる友達や反応 して くれ る友達が いる。 また,や

りたい遊びがで きる材料や場の雰囲気がある。

・B児 自身,自 信を もってで きる得意な遊 びがある。

・B児 の折 り紙を認 めて くれ る友達や教師が いる。

③ 教師の援助

・教師との信頼関係を基盤 に,B児 が したい遊びの楽 しさを十分に味わえるように援助す る。

・B児 の自信を もった意欲的な姿を,学 級の中に広 げ,互 いに認め合え るよ うに してい く。

【事例3】 自分の得意 とするもので、自分 らしさを発揮 するC児2年 保育5歳 児

6月 のC児 を中心 とした幼児の言動 と教師の援助

0登 園後,当 番活動が始 まったが,テ ラスのスノコ

の上げ下げを無表情で しば らくの間 している。

OC児 と同 じチャボの世話 グループのS児 に,一

緒 に当番を行 うように促 され,キ ャベツを取 りに

C児 の気持ちの読み取 り

O一 緒 に遊 ぶ友達 を 見付 けた いな と

思 っている。

OS児 に促 されやる気になる。
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行 く。所定の場所で,ま な板 と包丁を取 り出 し,

手際よ くキャベ ツを細か く切 り始あ る。切 りなが

(一分に目イ言)
ら隣にいたM児 に 「前 にいた年長 さんね,一 緒に

(自分を出せる友達、モデルとしての年長児)

や る時,こ う して た。」 とに こに こ した表情 で 言

う。

○ 切 り終 え た後 「僕 ちん こん な に(キ ャベ ツが)小

(自分に自信)
さ くな っち ゃ った。」 と言 う。 す ると,S児 が そ ば

に寄 って 来て 「ち ょ っと少 な いん じゃないの 」 と

言 い,C児 はす ぐに 「持 って 来 よ う。」 とキ ャベ ツ

を もう一枚 取 って来 て切 る。

OC児 が切 り終 わ ろ うと して いた時 に,教 師 が 来

て,「Cち ゃん(固 形 の)餌 は入 れ な いの?」 と

言 う。C児 は そ れ に答 え ず 「出 来 た ら終 わ りま

(自分に自1ロ)
しょ う。」 と言 って,ま な 板 と包 丁 を 洗 い,片 付

け園庭 のす べ り台 に走 って行 く。

010分 後,同 じグル ー プの幼 児 た ちがC児 を呼 び

に来 る。教 師 は 「今,仕 事が 終 ったの よ。Cち ゃ

ん は 自分の 切 る事 や 片付 け るの が上 手 だ ったん だ

けれ ど,途 中で 遊 び に行 って いい?」 と言 う。C

児 は 「よ くな い。」 と一 言 答 え る。

○キ ャベ ツの切 り方 は,経 験 したことが

あるので よ くわか っている。

0隣 にいるM児 と同 じ場所で同 じ事を し

ているのが,楽 しい。

○ 自分で切 ったキ ャベ ツが細か く切れた

ことに満足 してい る。S児 に言われ,ま

だ足 りないのな ら,も っと切 ってやろ う

とい う意欲が出て,キ ャベ ツを取 りに行

く。

O教 師の言葉かけに必要感を感 じていな

い。

Oま な板 の洗い方,し まう場所などはき

ちん とよ くわか っている。

O自 分の仕事をや り終えた。

○ 自分の仕事が終 ったので,遊 んで もい

いと思 ったが,教 師の言葉で グループと

しての仕事が終 っていない ことに気付

く。

5

r-… 【教 師の願 い と援助 】

自分の得意 とす る事を一生懸命行 うC児 だが,C児 が もっと友達 に積極的にかかわ り,

自分の得意 とす る事を友達 に教えたり,自 然にC児 らしさを発揮 できた りす るよ うになっ

て欲 しいと思 った。また,C児 が今 まで人か ら愛情 を受けていると実感す る体験が少 ない

のではないかと感 じた。そ こで,教 師は積極 的にC児 にかかわ り信頼関係をつけていった

り,よ さを認 め自信 を もたせた りして,そ の存在を学級に も知 らせてい くよ うに した。

→

L
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↓

9月 のC児 を中心と した幼児の言動と教師の援助

三っ編みのプロ ミス リング作 りが始 まった。は じめは

自分か らしようと しなか ったが,教 師か ら誘 いを受け,

C児 の気持 ちの読み取 り一 訓
(認めてくれる教師)

作 り方 を覚 え ると,「 これ,お 母 さん の にす る。」 と張 り

(自公に自信)

切 って い くっ も作 る。 教師 が 「教 え て も らい たい人 が い

るん だ って 。」 とC児 に声 をか け る。 仲 良 しのM児 か ら

「C君 か ら教 わ りた い。」 と言 わ れ喜 んで 教 え る。

(認めてくれる友達♪

1自 信がなか
った.教 師か ら作 り方i

を教わ り,自 信を持 ち,母 親に も

1作 ろうと思 う。 また クラ スの雄1

に も自分のできることを教え るこ

・とがで き嬉 しいと思 う。

上._」
〈考 察〉

①C児 のその子 らしさの理解にっ いて

・6月 の事例で,最 初 に遊ぶ友達 を見付 けよ うとしていたが見付か らず,気 持 ちの落ち込

みが見 られた。当番を始 めてか らのC児 は,キ ャベ ツを手際よ く切 る事 を自信を もって

行 ったり自分で満足 している気持 ちを言葉に表 したり して いた。 しか し,自 分の分担の

仕事が終 るとす ぐに片付け,好 きな遊 びに移 る面 も見 られ,友 達への意識が薄いように

思われた。

・手先の器用 さが友達 に認め られるようにな ると,友 達に喜んでかかわるよ うになる。

②C児 らしさを発揮 して いると思われ る要因

・キ ャベ ツの切 り方やプロ ミス リングの三っ編みな ど月 信をもって作れるよ うにな った姿

か ら,自 分 に自信のあることで取 り組 むときに自分 らしさを発揮 している。

・受け入れ,認 めて くれ る教師や友達の存在がC児 らしさを より発揮 させている。

③ 教師の援助

・6月 の事例で は,自 分か ら友達 に積極的にかかわ る姿があまり見 られず,C児 のよさが

周 りに伝 わりに くか った。C児 はそれ とな く自分 らしさを出 しているが,そ れを受 け止

めて くれ る教師や友達がいなか ったようであ る。C児 のあ りのままの姿を肯定的に受け

止あ様 々な ことに自信を もたせてい くてい くことが大切である。

・年長児 ともなると,学 級の中で認め られ,学 級の一員と しての 自覚を もつ と更に自分 ら

しさを発揮す るよ うになる。一人一人の幼児が認 め合 い,支 え合え る学級に してい くこ

とが大切であ る。
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【事例4】 友達との信頼関係を基盤に自分らしさを発揮するD児 2年 保育5歳 児

6月 のD児 を中心 とした幼児の言動 と教師の援助

0登 園後,D児 が=遊びを見付 けようと遊戯室へ行 く

と,「手 をあげろ。」 と言 って,割 り箸鉄砲 を持 って

J児 が遊戯室 に入 って くる。D児 が 「変な剣。」 と言
(自分を出せる友達)

う と,J児 が 「剣 じゃな い。」 と言 い返 す 。D児 が

「ど うや って 作 った の?」 と聞 き返 す 。J児 は,r教

え て あ げよ う。」 と言 い,D児 と保 育 室へ 行 く。

OJ児 は割 り箸鉄 砲 を作 りな が ら,教 師 に 「ぼ くが

D君 に作 ってあ げて い るの。」 と言 う。D児 は教 師 に

「J君 に作 って も らって い るの 。」 と言 うと,教 師 は

「そ う,よ か ったわ ね。」 と笑 顔で 言 う。D児 は 「作

り方,見 て わか って ん だ もん。」 と教 師 に言 う。

(モデルとしての友達)
OJ児 は割 り箸鉄砲 を作 り終 え るとD児 に 「こ う

や ってね。」とゴムの飛 ば し方を教えてあげる。D児

は割 り箸鉄砲の ゴムを飛ばそうとす るが,す ぐには

できず数回後に偶然 に飛ぶ。

OD児 は ゴムが ぶ のが 白 ・回 もや って い る

と,セ ロハ ンテープがはがれてい るのに気付 き,保

(臼分に自信、満足感)
育室へ壊れた箇所を直 しに行 く。 その後,再 び遊戯

室へ戻 って くり返 し遊ぶ。

D児 の気持ちの読み取 り

OJ児 の持 って いる物が欲 しくな り,

作 り方を知 りたいと思い,J児 に教え

て もらお うと頼む。

OJ児 が自分のために作 って くれて い

るとい う気持ちを もってい る。D児 は

自分 は作 っていないけれ ど見ていて作

れると思 う。

0最 初 はゴムを飛ばせなか ったが,偶

然に飛んでお もしろいと思 う。

0鉄 砲が壊れていることに気付 き,進

んで直 している。 自分でで きたことに

嬉 しさを感 じる。

呂

【教師の願 いと援助】

自分な りに目的を もって遊べ るよ うにな ってほ しいと思 い,D児 が自分か ら進んで 目的

を見付 けられ るよ うに,D児 の興味や関心のある ものを教師が一緒に探 し出 し,教 師の思

いをっぶやいた りして,D児 な りにチャ レンジす る気持 ちを育て るよ うに した。

L_____________________________________________________________________________________ ____________J
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呂一
9月 のD児 を中心 と した幼児の言動 と教肺の援助

○運動会への取 り組みのひとっと して竹馬 に乗 る

とい う課題 に学級全員で挑戦する。D児 も友達の

刺激 を受け,何 度 も挑戦するなかで,乗 れ るよう
(自分なりの課題)

にな り,仲 間 や教 師 に胴 上 げ を して もらい大喜 び

D児 の気持 ちの読み取 り1

σ 竹馬はこわいなJと 思うが頑訓

r認 めて(れ る教師、友達)

す る。 次 の 日 か ら 「今 日 も竹 馬 や ろ う。」 「先 生,

ぼく今度 超高C-一 高い)
,罐 警1茎るん畑 と ρ 最初は誰だってできなし'んだから頑

意 欲 を示 す。 そ して,ま だ 竹馬 に乗 ろ う と しな い

K児 を誘 う。 「俺 だ って,最 初 はで きなか ったん だ

ぞ。」 「L児(学 級 で 一 番上 手)だ って,で きなか っ

たん だ ぞ。練 習 しな い と乗 れ な いそ。」 とK児 に何

度 も繰 り返 し,誘 うよ うに話 しか け る。

みよ うと思 う。

0竹 馬 に乗れ るようになり,先 生や友達

までが一緒 に喜んで くれた ことを嬉 しく

思 う。

張 れ ば,僕 の よ うにで きる よ うにな るとt

思 う。

ユ

1

1

〈考 察〉

①D児 のその子 らしさの理解につ いて

・J児 のように自分の感 じたことを素直に言える親 しい関係のなかで自分を出 している。

・J児 を窓 口として遊 びを知 った り,他 の幼 児とかかわ った りしている。J児 と同 じ場 で

遊ぶ ことで安定 した行動がとれる。

・自分の興味(目 的)の あ るものが見付かると,困 難 なことで もで きるようになるまで行

い,意 欲的である。

②D児 らしさを発揮 していると思われ る要因

・最初 の うちはで きなか った割 り箸鉄砲や竹馬に何回 も繰 り返 し挑戦することでで きるよ

うにな り,自 信を もって遊ぶようになった。

・練習をすれば絶対にで きるとい う先行体験や まる ごと受 け止めて くれ る教師や認めて く

れ る友達がいたことで,ま だできない友達への誘 いや励 ま しの言葉 にな っている。

③ 教師の援助

・D児 の動 きを見なが ら,興 味のあるものや,イ メージを引き出 した り,遊 びの きっかけ

とな るような援助や遊びの目的が もてるように してい く。

・友達 とのかかわ りのなかで,刺 激を受 けた り,教 え合 ったり しなが ら,相 手 とのつなが
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りを感 じとれ るよ うにす る。

IVま とめ と今後 の課題

その子 らしさは,物 や人,場 によって今 までの体験 や生活環境でのその子の見方,感 じ方,

考え方が育 ち,表 現の仕方に表れ ると考え られ,人 間形成の根本にかかわる課題であ り,幼

児を取 り巻 くすべての ものが深 くかかわ っていることがわか って きた。そ こで,幼 児の生活

や遊びを豊かなものに し,多 様 な体験を積み重ねて い くことが その子 らしさの形成にっなが

ると思われる。 したが って,環 境の在 り方や教師の役割 は非常 に重要でかかわ り方や援助の

仕方,学 級経営に も深 くかかわ って くると考える。

① その子 らしさの理解

・自分の好 きな遊 びや得意な活動 に対 して は,安 心 して取 り組む姿が見 られ,気 持ちが表

情や言葉 によ って表現 され る。 しか し,自 分 を うまく表せず に友達 に対 して気持 ちとは

反対の言葉を言 ってみた り,教 師の対応を意識 した態度であ った り,な ど表面 に表れて

いる姿だけではな く,そ の背景 となる内面の気持 ちの受け止め も必要である。

② その子 らしさを発揮 していると思われ る要因

・自分を出せ る雰囲気がある。

・幼児の言動を肯定的に受け止 め,幼 児をまるごと受け入れ る教師が いる。

・認めて くれる友達 やモデル としての友達 がいる。

・実現 したい自己課題がある。

以上の四っの要因は,人 の愛情 を感 じられ る,自 分に自信を もっ要因に支え られている。

③ 教師の援助

援助の基本 と しては次の3点 である。

・幼児の特性や傾向を教師が固定化 して見 るので はな く柔軟性を もって見 る。

・一人の教師で評価するので はな く多面的 に幼児を とらえ る。

・幼児の姿 を点で見 るのでな く線で とらえ長期的に見る。

具体的な援助 と して次の通 りであ る。

・幼児が自分を安心 して出す ことがで きるように,教 師 は幼 児の気持 ちやサインを受け止

め,援 助す る。

・幼児のその子 らしさを,認 め合い,支 え合え る友達関係を学級の中で育ててい く。

・幼児が 自分の気持ちを素直に表せるような場や状況づ くりをす る。
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